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は　じ　め　に

　昨年末に行われた衆議院解散総選挙により、日本は再び自公連立政権となり、第二

次安倍政権が誕生しました。新政権誕生以降円高に歯止めがかかり、株価も徐々に上

昇を始め、日本経済に明るい兆しが見え初めてきたところであります。

しかし、原油価格の高騰による燃料調達価格の上昇や環太平洋経済連携協定（ＴＰ

Ｐ）の交渉の行方など、まだまだ先の見通しは予断を許さない状況が続いています。

このような大変不安定な経済情勢ではありますが、国の予算編成方針である「１５カ

月予算」の考え方に基づき、当町においても、地域の経済活性化を図るため、前年度

比５．０％増の６６億４，１００万円の積極型予算を組ませていただきました。

さて、当町も合併後７年を経過し、徐々にではありますが、一体感が増してきたと感

じています。旧町村の均衡ある発展に寄与するために合併団体にのみ認められている

「合併特例債」は、一昨年の東日本大震災の影響で５年間延長され、当町においては、

平成３２年度まで発行が可能となったところであります。俗に有利な借金といわれて

いる合併特例債ですが、あくまでも借金であることを念頭に置き、健全な財政運営を

図っていくことは、必要不可欠なことであります。

今後も、町の全ての会計を健全運営していきながら、町の将来を見据え、町民の皆様

と一緒に考え、行動していく所存であります。

　本説明書は、平成２５年３月定例議会で申し上げた「施政方針」に基づき主な事業

について説明してあります。引き続き皆様方のご支援ご協力をお願い申し上げ、発行

に当たっての挨拶といたします。

　　　平成２５年５月

小鹿野町長　福　島　弘　文

町の花

「セツブンソウ」

町の木

「モミジ」

町の鳥

「ウグイス」
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平成２５年度予算規模について

◇予算規模

◇地域の元気臨時交付金の概要

会　　　計　　　名

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

浄化槽設置管理等特別会計

病院事業会計

水道事業会計

国民宿舎事業会計

合　　　　計

予　　　算　　　額　　

　６６億４，１００万円

　１６億９，４１７万１，０００円

　　２億５，９３９万８，０００円

　１８億　　５５８万５，０００円

　　１億４，０５０万円

　１５億５，０５４万円

　　３億５，１４９万５，０００円

　　２億４，４０２万６，０００円

１２６億８，６７１万５，０００円

前年度対比

　　５．０％

　　０．６％

　　２．８％

　１９．８％

　　２．８％

　　３．３％

　△３．７％

　　８．７％

　　５．８％

　「地域の元気臨時交付金」とは、国の平成２４
年度補正予算成立に伴い、新たに発生する地方自
治体の負担額を軽減するために交付されるもので
す。
　小鹿野町では、この交付金を活用するため、以
下の事業を平成２４年度補正予算に計上・繰り越
し、平成２５年度予算と一体的に実施します。

事業名＆概要

■三田川小学校校舎大規模改修工事

　建築後約４０年を経過しているため、

全体的な改修工事を行います。

　事業費：１億９，９０４万円

■基幹水利施設ストックマネジメント事業

　小鹿野用水の改修を国県の助成を受け

て計画的に行います。

　事業費：３４０万５，０００円
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三田川小学校

【平成２５年度一般会計予算に対する附帯決議】
＜小鹿野中学校大規模改修事業の予算執行に対して附帯決議がなされました＞
①小鹿野中学校を統合拠点校としての大規模改修工事を実施することについて、町民へ充分な説明をすること。
②小鹿野中学校を統合拠点校としての大規模改修工事を実施することについて、町内すべての中学校及び小学
校のＰＴＡと保護者へ充分な説明をすること。
③大規模改修工事完成後には統合する、との同意を、各中学校生徒の保護者から得た後に、大規模改修事業予
算を執行すること。
④統合同意が得られなかったときは、既存校舎改修必要箇所の工事を早急に実施すること。
⑤上記結果を公表すること。

《附帯決議とは？》
　議会において、議案が議決された際に議会の
意思表明として行われるものです。
　法律的な拘束力はありませんが、執行部
（町）は、これを尊重することが求められます。

小鹿野用水頭首工小鹿野用水頭首工小鹿野用水頭首工



社会資本
総合交付金

事業
20,300千円

地方債
11,400千円

町負担額
900千円

国支出金
8,000千円

道整備
交付金
事業

13,000千円

地方債
7,600千円

町負担額
400千円

国支出金
5,000千円

町単独
道整備
事業

92,450千円

地方債
69,000千円

基金繰入金
3,500千円

町負担額
19,950千円
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町単独道整備事業【建設課】
　
　住民生活の基幹である町道については、毎年要望等
に基づいて改良を行っています。本年度も１４路線の
改良や痛んだ舗装の修繕を行います。また、伊豆沢地
区にある残土置き場を運動広場に転換する工事も行い
ます。

道整備交付金事業【建設課】
　
　３カ年の計画で町道１８９号線
（腰ノ根地区）の整備を行ってきま
した。
　本年度で、最終年度となります。

社会資本整備総合交付金事業【建設課】
　
　５カ年の計画で町道８９号線（北町裏
通り）の整備を行ってきました。
　本年度で、最終年度となります。

Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備

◇　居住環境

Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備

　豊かな自然と恵まれた自然環境は、

暮らしの安心と充実を支える基盤とな

ります。

　小鹿野町には、自然と共生する文化

や風土があり、国立公園や県立自然公

園など環境保全エリアが多く設定され

ています。

　これからも自然環境を保全しつつ住

民生活の向上を図っていきます。

二子山・西岳二子山・西岳

【用語解説】
町負担額：地方自治体が自分で調達するお金で、主に地方税や地方交付税など。一般財源と呼ばれているもの。
地 方 債：地方自治体が事業を行うために借り入れるお金で、合併特例債、過疎・辺地対策事業債など。
基　  金：地方自治体が、将来のために蓄えている貯金。

二子山・西岳



水道
事業

351,495千円

事業収入
236,799千円

町負担額
4,100千円

国支出金
5,357千円

内部留保資金
105,239千円

合併浄化槽
設置管理
事業

140,500千円

町負担額
40,000千円

使用料等
39,300千円

国支出金
23,000千円

地方債
38,200千円

過疎バス
対策事業
25,646千円

町負担額
20,301千円

県支出金
5,345千円

町営バス
運行事業
64,923千円

町負担額
43,473千円

地方債
8,000千円

県支出金
8,000千円

使用料等
5,450千円

橋梁
維持管理
事業

6,200千円

町負担額
6,200千円
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橋梁維持管理事業【建設課】
　
　昨年度策定した「橋梁長寿命化計画」に
基づき、改修のための設計を行います。な
お、改修工事は平成２６年度からを予定し
ています。

町営バス運行事業【両神庁舎管理課】
　
　バス路線再編に伴い、バス停やバス方
向幕の改修を行います。また、バスター
ミナルに利用者の利便性を考慮し、新た
に公衆トイレを設置します。
　なお、７７歳以上の方の無料券交付も
引き続き行います。

地域公共交通確保対策事業【総合政策課】
　
　一昨年実施したデマンド型運行社会実験に基づ
き、下小鹿野・長若・伊豆沢地域を中心に乗合タ
クシーの運行を開始します。

過疎バス対策事業【総合政策課】
　
　民間で運行しているバス路線（志賀坂線・倉尾
線）確保のために、助成を行い、皆様の交通手段
の確保に努めます。また、この２路線は、町営バ
ス同様引き続き７７歳以上の方は無料でご利用い
ただけます。

水道事業【水道課】
　
　水道事業については、「独立採算制の原則」に
基づき、健全な事業経営を目指しています。長引
く景気低迷の影響で収益は減少傾向にありますが、
水道水の安定的供給のため計画的に施設の改修・
整備を行っていきます。

合併浄化槽設置管理事業【衛生課】
　
　小鹿野町の美しい自然環境を保護するため、合
併処理浄化槽設置事業を積極的に推進するととも
に適切な管理を行っていきます。
　なお、本年度は、８０基の新規設置を目標とし
ています。

Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備

地域公共
交通確保
事業

5,000千円

町負担額
5,000千円

飯田・柏木橋飯田・柏木橋飯田・柏木橋

バスターミナルバスターミナルバスターミナル



消防
関係
事業

41,265千円

地方債
19,700千円

町負担額
10,655千円

基金繰入金
10,910千円

自然公園
維持管理
事業

17,591千円

町負担額
10,161千円

入園料等
2,180千円

県支出金
5,250千円

し尿処理
事業

132,531千円

基金繰入金
18,000千円

町負担額
78,650千円

使用料等
35,881千円

生活環境
保全事業
5,014千円

町負担額
5,014千円

公衆トイレ
維持管理
事業

11,822千円

地方債
8,000千円

町負担額
3,822千円
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公衆トイレ維持管理事業【住民課】

　毎年計画的に公衆トイレの水洗化を
実施してきましたが、本年度は、小鹿
野小学校隣接地に公衆トイレを新設し、
大きなイベント等に対応できるように
します。

生活環境保全事業【住民課】

　東日本大震災以来、自然エネルギーに対する関心が高まっています。
そこで、エコ給湯器設置費を引き続き助成するとともに、住宅用太陽
光発電設備設置費については、件数を増加して助成いたします。
　また、本年度よりてんぷら油の廃油を利用したバイオディーゼル燃
料を公用車の一部に使用することで、廃棄物の減少と燃料費の削減に
努めます。

し尿処理事業【衛生課】

　町内のし尿・浄化槽等の汚泥を効率
的に処理するための施設の維持管理事
業です。本年度は、機械設備の安定的
な稼動を確保するため、大規模な改修
工事を行います。

自然公園維持管理事業【産業観光課】

　自然公園は、四季折々様々な顔を見せ、
人々の心を癒してくれます。四阿屋山を
中心とした「両神国民休養地」、両神山
を中心とした「秩父多摩甲斐国立公園」、
二子山を中心とした「西秩父自然公園」
など町内に存在する自然公園を適切に管
理し、憩いの場の提供に努めます。

消防施設備品購入事業
消防施設維持管理事業　　【住民課】
防火水槽整備事業　　
　
　町民の皆様の安全のため、日頃から熱心に活動していた
だいている小鹿野町消防団。本年度は、消火活動に欠く事
のできない消防タンク車を第３支団へ配備します。
　また、長年活用が検討されてきた三田川中学校裏用地に
秩父消防本部西分署を建設することとなったため、用地取
得費等を計上いたしました。

Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備

◇　自然環境

◇　安全な暮らし

両神国民休養地・花ショウブ園両神国民休養地・花ショウブ園両神国民休養地・花ショウブ園

尾ノ内・公衆トイレ尾ノ内・公衆トイレ尾ノ内・公衆トイレ

衛生センター衛生センター衛生センター



山村生活
安全対策
事業

3,610千円

町負担額
3,110千円

県支出金
500千円

防災関係
事業

2,468千円

町負担額
2,468千円

町勢情報
発信事業
600千円

町負担額
600千円

防災無線
維持管理
事業

7,397千円

町負担額
7,397千円

防犯灯
維持管理
事業

7,047千円

町負担額
7,047千円
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山村生活安全対策事業【産業観光課】

　毎年、地域からのご要望により整備を行っ
ております。
　本年度は、両神・中平地区の安全対策を行
います。

防犯灯維持管理事業【住民課】

　町内各地にある防犯灯は、住民生活を守る
ために必要不可欠な存在となっています。
　東日本大震災以来、節電に対する意識が高
まってきています。町では、計画的にＬＥＤ
電球への交換を行っていきます。

防災行政無線維持管理事業【住民課】

　災害など緊急時にお知らせする防災行政無
線。町内に７９基の子局がありますので、こ
れらのバッテリーを毎年計画的に交換し、安
定稼動を確保します。

防災関係事業【住民課】

　昨年度策定した「地域防災計画」に基づき、
緊急時に設置される避難所用の備品を配備し
ます。また、一昨年から行っている地域防災
訓練は、本年度は両神地域を対象に行う予定
です。

町勢情報発信事業【総務課】

　災害などの緊急時に、テレビ埼玉を活用し、
町の情報をいち早く町民の皆様にお知らせし、
避難等がスムースに行えるようにします。
　また、平常時には、観光情報をリアルタイ
ムで発信し、観光客の誘客にも役立てていき
ます。

Ⅰ　自然と歴史に囲まれた住みよい生活環境整備



健康
指導
事業

4,049千円

町負担額
3,483千円

県支出金
566千円

医学生
修学資金
貸付事業
18,000千円

町負担額
18,000千円

定住自立圏
推進事業
10,000千円

町負担額
10,000千円
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ちちぶ定住自立圏推進事業（医療連携）【保健福祉
課】

　定住自立圏事業の一環として、秩父地域１市４町で
「ちちぶ医療協議会」を設置し、医師・医療スタッフ
の確保、救急体制の維持、予防医療やリハビリテーシ
ョンの充実に取り組んでいます。
　本年度も引き続き地域の医療確保に取り組んでいき

医学生修学資金貸付事業【保健福祉課】

　全国における医師不足は、相変わらず厳しい状況が
続いています。
　町では、町立病院の将来における医師確保のため、
医学生に対する修学資金の貸付事業を行っています。

健康指導事業【保健福祉課】

　般若の丘・いきいき館における運動指導や、
２４時間対応の電話による「いつでも健康相
談」を行い、皆様の健康づくりの一翼を担っ
ていきます。

病院事業【町立病院】

　病院事業会計は、医師不足等により経営が引き続
き厳しいことが予想されます。
　本年度も医師・医療スタッフの確保・充実に努め
るとともに、レントゲン撮影装置等の医療機器更新
を行い、地域医療の中核となるよう努めていきます。

Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

◇　健康づくりと医療

Ⅱ　健康と福祉のまちづくりⅡ　健康と福祉のまちづくりⅡ　健康と福祉のまちづくり

　小鹿野町は、町立病院を核とした

地域包括ケアシステムを構築し、推

進してきました。その結果、医療費

の抑制が図られたところであります。

　今後は、今まで以上に進行する少

子高齢化に対応するため、子育て支

援や地域福祉の充実を図り、地域の

生活が安心して送られるよう努めて

いきます。

いきいき館いきいき館いきいき館

病院
事業

1,550,540千円

医業収入
1,133,833千円

地方債
40,000千円

町負担額
203,098千円

国支出金
5,775千円

医業外収入
167,834千円

町立病院町立病院町立病院



老人クラブ
助成事業
1,146千円

町負担額
873千円

県支出金
273千円

シルバー
人材センター
助成事業
7,000千円

町負担額
7,000千円

国民健康
保険事業

1,694,171千円
国支出金

437,391千円

県支出金
101,897千円

町負担額
173,037千円

その他
52,198千円

保険料
257,731千円

各種交付金
671,917千円

後期高齢者
医療事業

259,398千円

町負担額
178,487千円

その他
80千円

保険料
80,671千円

広域連合交付金
160千円

-8-

国民健康保険事業【保健福祉課】

　町民の約３分の１の方が加入している重要な保険制
度であります。保険事業維持のため、本年度も過去最
高となる繰出金を一般会計から行います。

後期高齢者医療事業【保健福祉課】

　７５歳以上の方全てが加入する健康保険制度です。

シルバー人材センター助成事業【保健福祉課】

　シルバー人材センターは、高齢者を中心に仕事を斡
旋し、生きがいづくりと健康づくりに役立っています。
　シルバー人材センターの運営を助成することにより、
高齢者福祉の増進を図っていきます。本年度は、町か
らの助成金を増額します。

老人クラブ助成事業【保健福祉課】

　老人クラブは、町内各地で結成されて
いて、平成２４年度末現在、２０団体・
１，５５８人の方が生きがいづくりなど
の目的で様々な活動を行っています。
　元気に活動を行うことで、介護予防に
も繋がりますので、引き続き支援を行っ
ていきます。

介護保険事業【保健福祉課】

　介護保険は、介護を社会全体で支える
との理念の下、開始後１０数年を経過し
ました。年々増加する介護サービス需要
により、保険料は増加の一途をたどって
います。
　町では、介護予防に着目し、般若の
丘・いきいき館を中心に予防活動に力を
注いできました。今後も、引き続き介護
保険の安定的な運営に努めていきます。

Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

◇　地域福祉の充実

◇　高齢者の保健福祉

サービス
事業勘定

288,932千円

繰越金
25,000千円

その他
72千円

サービス収入
263,850千円

町負担額
10千円

保険事業
勘定

1,516,653千円

支払基金交付金
379,904千円県支出金

367,387千円

町負担額
186,786千円

保険料
203,991千円

その他
10,070千円

国支出金
332,515千円

その他繰入金
36,000千円

高齢者・趣味の作品展高齢者・趣味の作品展高齢者・趣味の作品展



子育て
支援センター

事業
6,262千円

町負担額
3,968千円

国支出金
2,294千円

次世代
育成支援
事業

5,368千円

町負担額
5,368千円

福祉３医療
支給
事業

84,855千円

町負担額
57,485千円

県支出金
27,370千円

障がい者
支援
事業

303,190千円

県支出金
77,576千円 国支出金

136,640千円

町負担額
100,624千円

認知症
対策
事業

480千円

町負担額
480千円
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認知症対策事業【保健福祉課】

　高齢化の進展に伴い年々発症が増加する認知症。
認知症対策は、家族だけの対応では限界があると
思われるので、地域で支えあう体制づくりに取り
組んでいきます。
　また、インターネットを活用した相談体制の充
実にも取り組んでいきます。

子ども医療費支給事業　　　　　　　【住民課】
ひとり親家庭等医療費支給事業　　　【住民課】
重度心身障害者医療費支給事業　　　【保健福祉課】

　利用者の方の利便性を考慮し、本年度より、福祉３医療
費の窓口での支払を廃止します。
（秩父郡市内の医療機関に限られます。）
　

次世代育成支援事業【住民課】

　将来を担う地域の宝である子どもた
ちの成長を、地域全体で見守り支援し
ていくための「子育て支援計画」の策
定を行います。

子育て支援センター事業【住民課】

　子育て家庭等に対する相談やアドバイ
スなどを行うとともに、母親同士のコミ
ュニケーションの場を提供するための事
業を支援センターや児童館２階を利用し
て行っています。本年度は、児童館２階
の内装改修を行います。
　大勢の皆様のご参加をお待ちしており
ます。

障がい者総合支援事業　　
障がい者地域生活支援事業　　【保健福祉課】
障がい者等生活支援事業
地域活動支援センター

　障がい者支援については、障害者基本法の改正に伴い、本
年度より障がい者の自立や社会参加を今まで以上に推進して
いくようになります。
　町では、町立病院前にある作業所の機能を向上させるなど、
地域生活を支援するための施策を展開していきます。

Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

◇　障がい者の自立と社会参加

◇　子育て支援



検診
事業

21,703千円

個人負担金
1,400千円

町負担額
16,417千円

国支出金
1,886千円

その他
2,000千円

予防接種
事業

44,496千円

町負担額
44,331千円

その他
165千円

保健
事業

12,907千円

町負担額
12,907千円

母子保健
妊婦健康
増進事業
14,445千円

町負担額
13,737千円

国支出金
472千円

県支出金
236千円

保育所
事業

109,901千円

利用料等
36,840千円

町負担額
73,061千円

放課後
児童対策
事業

26,194千円

利用料等
2,318千円

町負担額
14,059千円

県支出金
9,817千円

-10-

放課後児童対策事業【住民課】

　学童保育は、働くお母さんの増加に伴い、年々利用希望
が多くなってきています。
　本町には現在小鹿野地域に２カ所、両神地域に１カ所の
学童保育があり、100人近くの児童が利用しています。
　本年度は内装の痛みが激しくなってきた両神学童保育所
の修繕工事を行います。

保育所事業【住民課】

　本町にある町立保育所は、小鹿野保育所及
び両神保育所の２カ所です。
　保育環境の改善のため、両神保育所は平成
２３年度に改修工事を行いました。本年度は、
小鹿野保育所の流し台改修工事を行います。

母子保健・妊婦健康増進事業【保健福祉
課】

　町では、妊産婦及び乳児の健康増進を図
るため、１４回の妊婦検診を行うとともに、
妊娠中の方に対しては、牛乳を配布してい
ます。

保健事業【保健福祉課】

　健康が増進すれば、医療費の削減にも繋がる
ことから、皆様の健康状態を確認し、将来の健
康増進に資するために「健康おがの２１計画」
を策定します。

予防接種事業【保健福祉課】

　皆様を病気から未然に防ぐために、各種予防接種は
効果的と考えています。
　本年度もＨｉｂワクチン・小児肺炎球菌ワクチン・
子宮頸がんワクチン接種費及び高齢者のインフルエン
ザワクチン接種費の一部助成を行っていきます。

検診事業【保健福祉課】

　病気の予防並びに早期発見にとって、検診は
大変重要となっています。また、生活習慣病の
低年齢化が叫ばれている現状です。そこで、引
き続き、小学生及び中学生の生活習慣病予防検
診を行っていきます。

Ⅱ　健康と福祉のまちづくり

◇　疾病予防

小鹿野保育所小鹿野保育所小鹿野保育所



給食施設
維持管理
事業

8,577千円

町負担額
8,577千円

学校教育
支援事業
24,280千円

町負担額
24,280千円

義務教育
支援事業
30,520千円

町負担額
30,520千円

教育施設等
整備事業

254,745千円

地方債
183,000千円

国支出金
21,609千円

県支出金
15,000千円

町負担額
35,136千円
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学校教育施設等整備事業【学校教育課】
　
　本年度は、各施設の非構造部材の耐震点検を行い、より安全で安心し
た教育環境の整備に繋げていきます。
　小学校では、小鹿野小学校に太陽光発電設備を追加する工事や小鹿野
小学校体育館を改築するための設計を行います。また、長若小学校外ト
イレの改築も行います。
　中学校においては、小鹿野中学校校舎の大規模改修・増築工事や長若
中学校外トイレの改築工事を行います。

義務教育支援事業【学校教育課】

　義務教育課程における家庭の負担軽減を図る
ため、本年度も第二子以降の教材費と給食費の
一部を助成します。

学校教育支援事業【学校教育課】

　小中学校に生活指導補助員を引き続き配置し、快適な教
育環境の整備に努めます。
　また、学校図書室の充実を図るため、県の緊急雇用創出
基金事業の終了に伴い、町単独事業として引き続き図書整
理員を配置します。

給食施設維持管理事業【学校教育課】

　小鹿野中学校敷地内にある小鹿野学校給食共
同調理場の排水施設の改修を行い、安定的な給
食の提供に努めます。

Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

◇　幼児・学校教育＆青少年育成

Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくりⅢ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくりⅢ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

　現代は少子高齢化の進行により、人口の
減少社会を迎えました。
　世代を超えて期待される、思いやりの心
と健やかな身体づくりを基本に、一人ひと
りが個性を十分発揮できる教育を進めると
ともに、学校・家庭・地域の連携を強化し、
全体で子ども達を支援していきます。

三小・太陽光発電授業三小・太陽光発電授業三小・太陽光発電授業



町民劇場
開催事業
1,642千円

町負担額
942千円

入場料
700千円

文化団体
連合会
育成事業
580千円

町負担額
580千円

紙すき
技術伝承
事業

160千円

町負担額
160千円

歌舞伎の
まちづくり

事業
7,069千円

町負担額
7,069千円

青少年
相談員
活動事業
670千円

町負担額
670千円
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青少年相談員活動事業【社会教育課】

　地域の子供会等と連携し、青少年の非行防
止や健全育成に資するため、児童を対象とし
たキャンプやハイキングなどを行っています。
また、毎年夏に、子どもソフト・ポート大会
を行い、子ども達の交流の場を設けています。

歌舞伎のまちづくり事業【社会教育課】
　
　小鹿野歌舞伎は町の顔として広く知れ
渡り、小鹿野町のＰＲに大きく貢献して
います。
　本年度も歌舞伎・郷土芸能祭を開催す
るとともに、歌舞伎伝承活動に対する助
成を行います。また、改修の終わった宗
吾神社舞殿で行われる記念公演実行委員
会に対する助成も行います。

紙すき技術伝承事業【社会教育課】

　町で伝承されている紙すき技術の保
存・活用のため、伝承者の育成と用具
等の整備を行います。

文化団体連合会育成事業【中央公民
館】
　町の文化の向上や地域のコミュニテ
ィー増進のため、６０団体の方々が活
動しています。

町民劇場開催事業【中央公民館】

　文化講演会と交互に開催しています。
本年度は、町民劇場開催年となります。
町民の皆様に夢と希望及び安らぎを与
えられるような催し物を計画します。

Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

◇　社会教育と文化活動

小鹿野町文化祭小鹿野町文化祭

歌舞伎・郷土芸能祭歌舞伎・郷土芸能祭歌舞伎・郷土芸能祭

小鹿野町文化祭



スポーツ
振興事業
4,646千円

町負担額
4,646千円

小鹿野文化
センター
整備事業
58,796千円

地方債
43,000千円

町負担額
15,796千円

町営運動場
管理事業
68,254千円

地方債
52,200千円

町負担額
15,382千円

使用料等
672千円

ロードレース
大会開催
事業

2,970千円

町負担額
2,970千円

指定
文化財
管理

2,934千円

町負担額
2,834千円

その他
100千円
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指定文化財管理事業【社会教育課】

　町内にある指定文化財１３７件の維
持管理を行っています。
　本年度は、三山の「犬木の不整合」
への遊歩道整備や考古学資料（黒曜
石）の分析業務などを行います。

小鹿野文化センター整備事業【中央公民館】
　
　小鹿野文化センターは、開館以来２９年を
経過し、損傷箇所が多くなってきています。
この施設は、町民の文化・芸術活動の拠点と
なる場所でありますので、皆様が安心で快適
に活動できるよう昨年度から計画的に改修工
事を行っております。
　本年度は、玄関屋根と舞台吊り物機構の改
修を行います。

ロードレース大会開催事業【社会教育課】
　
　年々参加者数が増加し、1,000人を超え
るランナーで盛大に開催されています。
　町外からの参加者も多いので、町をＰＲ
する良い機会と捉え、より一層盛り上げて
いきます。

スポーツ振興事業【社会教育課】

　体育協会・スポーツ少年団・各地区で
行う運動会の助成などを行っています。
　また、チャレンジデーなどのスポーツ
イベントを通じて運動が習慣になるよう
にし、健康増進に繋がるよう努めます。

町営運動場管理事業【社会教育課】
　
　町内各地にある６カ所の運動広場の管
理を行っています。
　本年度は、改修後２０数年を経過し、
表面の痛みが激しいため下小鹿野運動場
の全面改修工事を行います。
　また、凍結により冬期使用ができない
間明平運動場のトイレ改修工事を行い、
公衆トイレとして年間を通じて使用でき
るようにします。

Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

◇　スポーツ・レクリエーション

小鹿野ロードレース大会小鹿野ロードレース大会小鹿野ロードレース大会

チャレンジデーチャレンジデーチャレンジデー

小鹿野文化センター小鹿野文化センター小鹿野文化センター

犬木の不整合犬木の不整合犬木の不整合



人権施策
関連事業
1,920千円

町負担額
1,920千円

ﾐｭｰｽﾞﾊﾟｰｸ
関連事業
23,316千円

使用料等
17,800千円

町負担額
5,516千円

四季の道
管理事業
889千円

町負担額
889千円

総合運動
公園管理
事業

10,193千円

町負担額
9,133千円

使用料等
1,060千円

夜間照明
施設管理
事業

1,165千円

町負担額
965千円

使用料等
200千円
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夜間照明施設管理事業【社会教育課】
　
 町内には、３カ所の夜間照明施設のあ
る運動場があります。
　本年度は、小鹿野中学校校庭にある
夜間照明の水銀灯交換工事を行います。

総合運動公園管理事業【社会教育課】
　
　総合運動公園には現在、野球場１面、
テニスコート６面、ゲートボール場２
面、グラウンドゴルフ場１面がありま
す。
　本年度は、野球場裏の安全柵の更新
を行います。

四季の道管理事業【産業観光課】

　腰ノ根地区を東西に走る「四季の道・
小鹿野」は、手軽なハイキングコースと
して、多くの人に親しまれています。
　昨年度は老朽化が激しい展望台の修繕
を行いました。今後もより多くの人に親
しまれるよう整備を行っていきます。

ミューズパーク関連事業【産業観光課】

　秩父ミューズパーク内では、サイクリ
ングセンター・スカイトレイン及び農林
産物直売所事業を行っています。
　公園設置者の秩父市と連携し、今まで
以上に利用者の皆様に楽しんでいただけ
る場所にしていけるよう努めます。

人権施策推進事業【総務課】
人権教育推進事業【社会教育課】

　年齢・性別・国籍など様々な人権問
題の解消を図り、一人ひとりの人権を
尊重し、温かい共生社会の実現を目指
します。

Ⅲ　ふるさとの明日を担う心豊かな人づくり

◇　人権の尊重

ミューズパーク

総合運動公園野球場総合運動公園野球場総合運動公園野球場

四季の道・展望台四季の道・展望台四季の道・展望台



有害鳥獣
駆除事業
5,765千円

県支出金
1,671千円

町負担額
4,094千円

新規就農者
育成事業
5,500千円

町負担額
5,500千円

中山間
地域等
支払事業
4,275千円

県支出金
3,206千円

町負担額
1,069千円

-15-

中山間地域等直接支払事業【産業観光課】

　この制度は、過疎化や高齢化が進む中山間地域におい
て、農地の多面的機能の維持・増進を図るため、自立的
かつ継続的な農業生産活動等の体制整備に向けた地域の
取り組みを支援する制度です。
　現在町内には、１６カ所の地域が活動を行っています。

埼玉野菜生産力強化支援事業【産業観光課】

　輸入食品の残留農薬問題等から、輸入野菜に対する消費者の不信感が広
がり、安全・安心な国産野菜への期待が高まっています。
　このようなことから、野菜生産における高品質・高付加価値化、低コス
ト化等、産地の生産力強化を目的とする取組を総合的に推進し、経営の安
定と農産物の安定供給を図るため、ＪＡちちぶが設置する農産物集荷所の
設置経費の一部を助成します。

新規就農者支援事業【産業観光課】

　出荷を目的として新たに農業を始める方に
対して、資材費の一部を助成します。また、
規模を拡大する方に対しても助成を行い、農
業での生計維持に寄与していきます。

有害鳥獣駆除事業【産業観光課】

　鳥獣による作物被害は年々増加傾向にあります。
　猟友会の方たちのご協力により駆除を行うとともに、被害を未然
に防ぐために進入防止柵購入の補助も引き続き行っていきます。
　また、周辺町村及び県とも連携を強化して全体で対策を考えてい
きます。

Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

◇　農林業の振興

Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくりⅣ　地域に根ざした活気あふれる産業づくりⅣ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

野菜生産力
強化事業
40,014千円

県支出金
40,000千円

町負担額
14千円

　農林業の伸展や企業の発展は、雇用の確保
や所得の向上など住民生活にとって重要なこ
とであり、引き続きその振興を推進していき
ます。
　また、小鹿野町にある多様な観光資源を活
かした観光産業の発展を図り、交流人口を増
加させることなどで、更なる町の発展に努め
ます。 両神山麓花の郷・ダリア園両神山麓花の郷・ダリア園両神山麓花の郷・ダリア園



緊急雇用
創出基金
事業

10,304千円

県支出金
10,304千円

観光
総務
事業

15,910千円

町負担額
15,910千円

リフォーム
＆定住
促進事業
11,000千円

町負担額
11,000千円

森林
管理道
関係事業
55,933千円

県支出金
6,180千円

町負担額
24,353千円

地方債
21,800千円

基金繰入金
3,600千円
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森林管理道管理事業
森林管理道改良事業　　　　　【産業観光課】
県営森林管理道開設事業
森林管理道舗装事業
　
　森林管理道は、森林の管理や普段の住民生活にとってもなくてははら
ない存在となっています。
　町では、除草・除雪・修繕を行うとともに、計画的に改良工事や舗装
工事を行い、利便性向上に努めています。本年度は、日蔭入支線並びに
長久保線の舗装を行います。
　また、県と一体となり、県営森林管理道開設にも取り組んでいます。

住宅リフォーム資金助成事業
定住促進対策事業　　　　　　【産業観光課】

　住宅リフォームに要する経費の助成や転入者
が住宅を新築した場合に、固定資産税を助成し、
町の人口増加と地域経済の活性化を図ります。

緊急雇用創出基金事業

　毎年、県の基金を活用して事業を実施してきまし
たが、本年度は以下の二事業を行います。
◇学校ＩＣＴ支援員配置【学校教育課】6,825千円
◇路面凍結箇所解消事業【建設課】　　3,479千円

観光総務事業【産業観光課】

　町の観光を総合的に展開して
いる観光協会への助成や両神ふ
るさと祭り実行委員会への助成
を引き続き行い、より多くの観
光客の誘客を図ります。

Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

◇　商工業の振興

◇　観光の振興

両神ふるさと祭り

遊休農地
解消事業
983千円

町負担額
983千円

遊休農地解消事業【産業観光課】

　町内全域に渡り耕作放棄地を調査するとと
もに、遊休農地解消のために新規作物植え付
けに対して、助成を行います。
　また、六次産業をＰＲしていくために、イ
ベント等に参加します。



尾ノ内
体験施設
管理事業
2,094千円

町負担額
2,094千円

資源活用
センター
管理事業
22,402千円

利用料等
16,200千円

町負担額
6,202千円

農林産物
直売所
管理事業
17,067千円

手数料等
12,000千円

町負担額
5,067千円

薬師の湯
管理事業
73,419千円

使用料等
57,420千円

町負担額
15,999千円

国民宿舎
事業

244,026千円

町支出金
9,250千円

繰越金等
9,250千円

営業収益
225,526千円
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国民宿舎事業【産業観光課】

　町の観光の拠点施設である国民宿舎。両
神国民休養地内にあり、四季折々大勢の方
にご利用いただいています。
　本年度は、老朽化した箇所の修繕を行い
ます。

薬師の湯管理事業【産業観光課】

　道の駅両神温泉薬師の湯は、町民はもとより
多くの観光客の皆様にご利用いただいておりま
す。
　本年度は、館内の快適性向上のため、トイレ
の改修を行います。

農林産物直売所管理事業【産業観光課】

　町設置の直売所は、両神・長尾根・西秩父農林産物直売
所と３カ所あります。
　直売所は、観光客誘客に効果的であることはもちろんの
こと、農業を営む人たちの励みにもなっていますので、更
なる充実を図っていきます。

資源活用センター管理事業【産業観光課】

　道の駅両神温泉薬師の湯と同一敷地内にある
この施設は、そば打ち体験事業や、食事の提供
などで多くの利用客があります。
　今後は、より利便性が図られるよう運営を工
夫していきます。

尾ノ内体験交流施設管理事業【産業観光課】

　尾ノ内渓谷は、四季折々の美しい自然で訪れる皆
様を迎えてくれます。
　一昨年から始めた「冬の氷柱」は、様々なメディ
アに照会され、厳寒の時期にも関わらず、大勢の人
が訪れました。
　本年度も引き続き周辺整備を地元の皆様と協力し
ながら行うとともに、施設の一部改修も行います。

Ⅳ　地域に根ざした活気あふれる産業づくり

尾ノ内渓谷・氷柱尾ノ内渓谷・氷柱尾ノ内渓谷・氷柱

国民宿舎両神荘国民宿舎両神荘国民宿舎両神荘

尾ノ内渓谷からの両神山尾ノ内渓谷からの両神山尾ノ内渓谷からの両神山
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１　財政指標１　財政指標１　財政指標

区　　分

財政力指数（３カ年平均）

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担率

平成21年度

０．４２

８１．２

１５．０

８７．８

平成22年度

０．３９

８０．０

１４．１

６３．０

平成23年度

０．３７

８０．１

１３．５

５３．９

判断基準

高い方が良い

低い方が良い

低い方が良い

低い方が良い

＜用語解説＞
財政力指数･････標準的にかかる経費に対する自主的な収入割合で、指数が高いほど財源に余裕が
あることになります。いわゆる交付税不交付団体は、この数値が1.0を超えている団体です。
経常収支比率･････財政構造の弾力性を判断する比率で、指数が低いほど弾力性があることになり
ます。
実質公債費比率･････標準的な財政規模に占める元利償還金等（公営企業会計に対する繰出金のう
ち公債費に当たるものも含みます。）の割合で、18％を超えると地方債の発行に許可が必要とな
ります。
将来負担比率･････一般会計等が将来負担すべき債務（公営企業会計・一部事務組合等・地方公
社・第三セクター等の分を含む）が標準財政規模の何倍あるかを示しています。

２　一般会計当初予算の推移２　一般会計当初予算の推移２　一般会計当初予算の推移 ３　普通交付税の推移３　普通交付税の推移３　普通交付税の推移

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000

5,721

6,135

6,410

6,322

6,641

H21

H22

H23

H24

H25

（単位：百万円）
（単位：百万円）

1,500

2,000

2,500

3,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

1,967
2,034

2,169
2,317

2,533

2,585

2,567

1,996

４　職員数の推移（一般会計分）４　職員数の推移（一般会計分）４　職員数の推移（一般会計分） ５　職員給の推移（一般会計分）５　職員給の推移（一般会計分）５　職員給の推移（一般会計分）
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180

200
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173
166

152
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（当初予算書から） （決算統計から）

●

●
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●

● ●
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971,342

920,198

861,253

805,184

813,956

（単位：人）
（単位：千円）
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８　小鹿野町役場・電話番号一覧　　代表：0494-75-1221　FAX：0494-75-2819８　小鹿野町役場・電話番号一覧　　代表：0494-75-1221　FAX：0494-75-2819８　小鹿野町役場・電話番号一覧　　代表：0494-75-1221　FAX：0494-75-2819

総 務 課

総 合 政 策 課

税 務 課

住 民 課

会 計 課

議 会 事 務 局

両神庁舎管理課

産 業 観 光 課

建 設 課

学 校 教 育 課

7 5 - 1 2 2 5

7 5 - 4 1 9 7

7 5 - 4 1 2 5

7 5 - 4 1 7 0

7 5 - 4 1 3 6

7 5 - 4 1 9 9

7 9 - 1 1 2 2

7 9 - 1 1 0 0

7 9 - 1 2 0 4

7 9 - 1 2 0 1

保 健 福 祉 課

町 立 病 院

衛 生 課

社 会 教 育 課

中 央 公 民 館

水 道 課

両 神 公 民 館

町 立 図 書 館

7 5 - 4 4 2 1

7 5 - 2 3 3 2

7 5 - 0 3 5 2

7 5 - 0 0 6 3

7 5 - 0 0 4 3

7 9 - 1 3 1 1

7 9 - 0 １ ５ ０

◇両神ふるさと総合会館

◇上水道浄水場

◇小鹿野文化センター

◇衛生センター

◇町立病院

◇保健福祉センター

◇両神庁舎１階

◇小鹿野庁舎２階

◇小鹿野庁舎１階

防災放送内容確認電話　79-1761

７　地方債（借金）残高の推移７　地方債（借金）残高の推移７　地方債（借金）残高の推移６　基金（貯金）残高の推移６　基金（貯金）残高の推移６　基金（貯金）残高の推移

（単位：百万円） （単位：百万円）

（H24は見込額） （H24は見込額）

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●
●

●
● ●

●

851

1,028 1,377

1,531
1,695

2,009
2,158

2,316

7,418

7,331
7,102

6,991
6,737

6,627

6,664

6,493

6,000

7,000

6,500

8,000

7,500

【有利な地方債】
　一般的に地方債とは、地方公共団体が公共工事等を行
うために借り入れるもので、一般家庭のローンと同様に
利子を付けて返済します。有利な地方債とは、元金と利
子の返済額の一定割合が地方交付税に算入されるという
ものです。
　また、臨時財政対策債は、交付税の代わりに発行する
地方債で、返済額の満額が後年度交付税で措置されます。

平成23年度決算に基づく有利な地方債残高
◆過疎対策事業債　  499,178千円
　　　　　　　　＜交付税算入率：70％＞
◆辺地対策事業債　   72,306千円
　　　　　　　　＜交付税算入率：80％＞
◆合併特例事業債　  873,483千円
　　　　　　　　＜交付税算入率：70％＞
◆臨時財政対策債　2,917,374千円
　　　　　　　　＜交付税算入率：100％＞
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９　小鹿野町の沿革９　小鹿野町の沿革９　小鹿野町の沿革

人口数の推移

小学校児童数の推移 中学校生徒数の推移

世帯数の推移

10,000

15,000

20,000

（人） （世帯）

S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H02 H07 H12 H17 H22 S30 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H02 H07 H12 H17 H22

●

●

● ● ● ● ● ●
●

●

● ● ●
●

●

● ●
●

●
● ●

●

●

●
19,885

18,723 17,432

16,477

16,389

16,190

16,118

15,919

15,628

15,061
14,479

13,436

※国勢調査の数値
平成12年までは、旧小鹿野町と旧両神村の合計

3,000

4,000

5,000

3,634

3,641

3,632

3,722

4,193

4,216

4,345
4,466

4,541

4,582

4,503

3,980

　小鹿野町は、昭和３０年４月に小鹿野町と長若村が合併、
翌３１年３月３１日に小鹿野町と三田川村及び倉尾村の１
町２村が合併。
　両神村は、明治７年に薄村と白井差村が合併。明治２２
年４月１日に薄村と小森村が合併し両神村が誕生。
　平成１７年１０月１日に小鹿野町と両神村が合併し、現
在の小鹿野町となりました。
　現在の姿となるまでの間、小鹿野町は下小鹿野村、伊豆
沢村等の合併とともに、明治元年１０月に岩鼻村、同３年
に群馬県に編入、同５年に入間県に属し、同６年に熊谷県、
同９年に埼玉県に移管されています。
　なお、小鹿野町の歴史は古く、「おがの」の町名は平安時代『巨香郷（こかのごう）』と和名抄
に載せられたことに始まると伝えられ、由緒あることから、明治２２年以来、関係町村一致の意見
をもって旧町名をそのまま受け継ぎ、今日に至っています。

（人） （人）
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